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でもFe4十一 Fe3十+Fe5十の解離が起こるかも知れないとされ､本研究を行うこ

とにした｡

常温でのSrFe03に対する高圧実験結果から､常圧で常磁性成分のみが観

測されたが､平均圧 18GPaで磁気分裂した成分が現われ始め､圧力とともに

内部磁場が大きくなり､平均圧 53GPaで飽和 し､かつ磁気分裂した成分のみ

が観測され､鉄は4価のままである｡また､高圧下X-ray回折実験から､40

GPaまで構造相転移は起こらない｡このことから､高圧下ではFe-0-Feの距

経が縮むことによって鉄同志の超交換相互作用が強まり､ネール温度が室温

まで上昇したことが考えられる｡同様の実験をcaFe03に対 しても行った結

果､20GPaまで常磁性成分のみが観測されたが､30GPaで磁気分裂を示す成

分が現われ始め､圧力を上げても内部磁場の大きさはかわらず､50GPaまで

鉄は4価で内部磁場 16Tの磁気分裂 したスペクトルを示す｡High-Spin状態

での4佃の鉄の内部磁場の値 33Tよりずっと小 さい値を示している｡また､

高圧下Ⅹ-ray回折実験から､30GPa付近で構造相転移が観測された｡CaFe03

はsrFe03とは異なる挙動を示 し､構造粕臆移によって､磁気分裂が起こっ

たと考えられる｡

これらより高圧下の4価の鉄の磁性について議論する｡
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3.NaCl(100)表面での内殻励起子による共鳴光電子放出

井 上 万理子

NaClをはじめとする多 くの7ルカlJハライ ドについて光電子分光法を用いた内殻

励起子の研究がなされており､表面内殻励起子による共鳴光電子放出が観測されてい

る｡励起光のエネルギーを内殻励起子生成エネルギー付近で変化させてやると直接光

電子放出の他に内殻励起子状態を中間状態とする共鳴放出が起 こる｡ 表面ではバルク

とは異なった内殻励起子準位が生 しているため､CIS及びcFSスペクトルではバ

ルクとは異なったエネルギー位置に表面内殻励起子によるピークが見られる｡そして､

NaClでは 2p- 3Sの遷移によって内殻助起子が生 じるが､バルクのNaイオンが OA

対称の結晶場に支配されているのに対 し表面ではC4Vの結晶場に支配されているため､
表面内殻励起子の準位は分裂 し､その各々に共鳴する放出の ど-ク強度は入射光の偏

光に依存する｡【11
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この表面内殻励起子による共鳴光電子放出は､表面の情報を多 く含んでおり､表面

の電子状態を知る大 きな手がかりとなる｡今回の研究では､表面状態が実際に観測さ

れるスペク トルにどの様に反映 されているか調べるために､NaCl(100)表面での表面

状態を近似的に求め､特に偏光依存性に重点をおいて､放出強度の角皮分布､角皮分

解 EDCスペク トル､角皮分解 C ISスペク トルの計算を行なった｡

Ga,As の内殻励起子による共鳴光電子放出の場合 【21と同様に､共鳴過程による角

皮分解光電子強度は主に､励起光の偏光及びェネルギーによってきまる中間状態の性

質と終状態の正孔の波動関数の表面第-層での振幅及び方向性によって決まるという

ことがわかった｡また直接放出の場合にJl'ルク結晶における波数の表面に垂直な方向

の成分が保存されるところでははっきりしたピークが現れることも分かった｡これは

GaAsの場合にはあまりはっきり現れなかったが､NaClの場合バンドが単純なことも

あってこの準波数保存則が見出されるものと考えられる｡
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4.NMRSTUDY OFMAGNETICPROPERTIESINHEAVY FERMION

SUPERCONDUCTORCeCu2Si2

NMRによる重い電子系超伝導体 cecu2Si2の磁性の研究

岩 井 大 介

AbsLracLs

InordertoinvcstigaLethet･elaLionshipbetweenじhesuperconductivity

andmagnetisl.IinLheheavyfcrmion(llF)superconductors,wehavemeasuredtheCu

ilrMRandh'QRofaLypicalHFsupcノrCOnductor,CeCu2Si2,anditsrelatedcompounds,
(cc1-xThx)Cu2Si2･

ForCeCu2.02SiZ.AiLhTc:0･72K,infiniteappliedfieldsabovethe
superconductinguppercriticalfield,Hc2,CuNHRintensityreducesrapidly
belotJabout1冗withoutabroadeningandshiftofthespectrum,andthespin一

echodecaytine,T2,decreases withdecreasingtemperaturebelou 1K･The
behaviornaybeascribedtotheonsetofsomecomplexmagneLicordering.The

magncLicstatelisconsideredtocoexistwithLhesuperconducLivitybelowTc･We

presentamagneLicphasediagraminthefield-temperatureplaneforCeCu2.02Si2･

Furthermore,inorderLogetmoreinformationonthemagneticstatein

CcC_u2Si2,hlehavealsoinvestigatedtheCuN河RandNQRofCel･XThxCuZSi2 (X≡

-132-


